
担 当 者 担当形態 開講時期 卒業要件 保育士 音楽療法 ディプロマポリシー

授業のテーマ及び到達目標

回 学修内容 事前学修 回 事後学修

1 オリエンテーション　　　　　　　　　　　

　　童謡の意義の振り返り　　　　　　　　

　　　　　　基本的姿勢、タッチと音色

シラバスを読む。明

るく元気な音を身に

つける

9 簡易版のない伴奏の

編曲の仕方を身につ

ける

2 ニ長調のコードとベース　　　　　　　　　

　　　　　　　　園生活の歌・登園

ハ長調とニ長調の

コードを練習してお

く

10 ベースの表現の重要

性を意識する。

3 息づかいとフレーズ　　　　　　　　　　　

　　春の抒情的な歌

歌詞読みをして生活

の歌との違いを感じ

取る

11 スタッカートの切り

方で表現が変わるこ

とを学ぶ

授業の概要

6 ピアノの基礎訓練　　　　　　　　　　　　

　　主旋律と伴奏形のバランス

片手・部分練習で技

術を上げフレーズ

や・形式を学ぶ

14 弾きやすくなるコー

ドの分散やリズムの

練習法を考える

7 成果発表　　　　　　　　　　　　　　　　

　　個別の目標を立てる

人に伝える、気持ち

を込める等を意識し

て練習する

15 こどもの感性を高め

る表現に努め、完全

に暗譜する

割合(％)

80%

20%

担 当 者 担当形態 開講時期 卒業要件 保育士 音楽療法 ディプロマポリシー

授業のテーマ及び到達目標

回 学修内容 事前学修 回 事後学修

1 オリエンテーション　　　　　　　　　　　

　ピアノⅠ～Ⅲの総括

自己の到達度を振り

返り、夏休みの課題

を仕上げる

9 アウフタクトの開始

合図に慣れる

2 ヘ長調の分散和音　　　　　　　　　　　　

　行事の歌

躍動感のある明るい

音のための打鍵と拍

子感を練習

10 付点リズムの軽快さ

を自然に出せる訓練

法を考える

3 ニ長調のコード伴奏　　　　　　　　　　　

　園生活の歌・登園

合理的な運指を予習

しておく

11 オリジナル又はそれ

に近い前奏をつける

意義を考える

授業の概要

6 付点リズムの順次進行　　　　　　　　　　

　秋のあそび歌

ハ長調の分散和音を

整理し、無駄のない

右の運指を練習

14 両手伴奏による弾き

歌いに発展させる

7 音の風物詩　　　　　　　　　　　　　　　

　秋の抒情的な歌

オリジナル楽譜を調

べ、楽語や表記法を

知る

15 童謡の目的、効果、

勉強法をまとめる

割合(％)

80%

20%

教科書・テキスト等

ポケットいっぱいのうた(鈴木恵津子・冨田英也編著　教育芸術

社),こどものうた200(小林美実編　チャイルド社),続・こども

のうた200(小林美実編　チャイルド社)

成

績

評

価

基

準

評価方法 評価のポイント

期末試験(ピアノ実技) テンポ、フレーズ感、「さんはい」等かけ声

平常点 毎回の練習状況、レッスンへの取り組む姿勢

参考書・参考資料等
日本童謡２００選(日本童謡協会編　音楽之友社),音楽リズム・

幼児の歌(小林美実編　東京書籍)

童謡を内容（言葉・歌詞、音楽性、

情景・情感）から深く学ぶことによ

り、心身の発達を促す教材であるこ

とを認識する。子どもの歌の伴奏と

してふさわしい表現ができること、

そして基本の技術が伴った演奏がで

きるようになる。保育現場で通用す

る演奏を目指し、指定された曲を確

実に暗譜で演奏する。

事後学修 学修内容 事前学修

よりよいレッスン

カード活用法を考え

る

ト長調の分散和音　　　　　　　　　　　　　

冬の行事の歌

ト長調のコードを復

習しておく

確実な暗譜、幼児を

見ながら演奏できる

ようにする

付点リズム　　　　　　　　　　　　　　　　

冬の軽快な歌

単純な音取りに終わ

らず、譜読みをする

大切さを知る

同名の他の曲につい

ても調べて練習

両手伴奏とベース伴奏　　　　　　　　　　　

　　元気な童謡

基本コードから少し

発展させたC6につい

て調べ練習

4 コードの形が変わる伴奏　　　　　　　　　

　　　園生活の歌・降園

アルベルティバスの

み、分散和音のみで

伴奏しておく

伴奏部分と歌のない

後奏部分のバランス

や奏法を研究

12 旋律の弾き方・連打　　　　　　　　　　　　

　リズミカルな歌

旋律のソルフェー

ジュ的予習をしっか

りする

13 ６／８拍子を考える　　　　　　　　　　　　

行事の歌・お別れ会

ハ長調のコード伴奏

（分散和音）を転ば

ないように練習

左右の音符数、旋律

と伴奏（役割）のバ

ランスを研究

園児と一緒にリズミ

カルに弾き歌いでき

るようにする

ヘ長調のベース伴奏　　　　　　　　　　　　

行事の歌・卒園

旋律とベースを別々

に練習してコードを

書きこむ

ピアノⅢまでに学んだ表現法の発展

のために、音楽理論やソルフェー

ジュも駆使して、基礎訓練を含んだ

個人レッスンを行う。曲の構成や背

景、歌詞を調べて実技練習に臨む。

課題は確実に暗譜すると共に、子ど

もに向き合う想定に慣れるよう指導

する。

5 語りかける表現と音色　　　　　　　　　　

　童謡の名曲

歌詞の内容とアー

ティキュレーション

に気を付けて弾く

フレーズをしっかり

読み取り歌詞に合っ

た世界観を研究

原調ニ長調と園児向

きのハ長調を練習

ピアノⅣの振り返り　　　　　　　　　　　　

まとめ

旋律と歌詞、ブレス

とフレーズを大切に

しながら暗譜

8 連弾　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　アンサンブルを楽しむ

自分のパートの個人

練習に責任を持って

取り組む

お互いの演奏を注意

深く聴き、意見を交

わせるよう研究

教職課程

KC2M1C04

ピアノⅣ
木村　博子・田中　幸子 クラス分け １単位

こども学科
後期 必修

旋律のリズムが細か

い曲で効果的に音を

削る方法を模索

教科書・テキスト等

ポケットいっぱいのうた(鈴木恵津子・冨田英也編著　教育芸術

社),こどものうた200(小林美実編　チャイルド社),続・こども

のうた200(小林美実編　チャイルド社)

成

績

評

価

基

準

評価方法 評価のポイント

期末試験（ピアノ実技） テンポ、フレーズ感

平常点 毎回の練習状況、レッスンへの取り組む姿勢

参考書・参考資料等
日本童謡２００選(日本童謡協会編　音楽之友社),音楽リズム・

幼児の歌(小林美実編　東京書籍)

選択必修 ＢＧＨ
２年次

授　　業　　計　　画

科　目　名 単位数 対象学生

子どもの感性の発達に役立つ、子ど

もに寄り添う音楽を探求する。３，

４年次の保育実習、幼稚園教育実

習、施設実習を視野に入れて課題曲

を確実に暗譜する。幼児を前にして

いる想定で演奏することを習慣づけ

る。

事後学修 学修内容 事前学修

レッスンカードの使

い方確認、毎週の練

習計画

歌詞の情景とフレーズ　　　　　　　　　　　

　季節の歌

歌詞の長い曲は表現

内容を考えて練習す

る

ベース伴奏も並行し

て使えるようにする

ヘ長調のコードとベース　　　　　　　　　　

　　　　　　　生活・行事の歌

園以外で耳にする曲

や歌は分析的に譜読

みする

情景を表す音楽的表

現を身につける

前奏を効果的に用いる　　　　　　　　　　　

　　　よく知られた童謡

フレーズの区切りと

歌詞の関係を考え譜

を読み込む

4 問と答え　　　　　　　　　　　　　　　　

　　抒情的対話の歌詞

ブレスの位置や区切

り方を考え語り掛け

る表現を学ぶ

親子・愛情・絆に関

する童謡や歌をまと

める

12 マルカートとレガート　　　　　　　　　　　

　　　　　　　音の高さと音色

前奏が歌の旋律やリ

ズムを含まない曲の

練習法を考える

13 変拍子に慣れる　　　　　　　　　　　　　　

　生き物の歌

拍子が変わる曲の拍

どりを確実に理解し

て譜読みをする

特色を持った歌は園

児に与える影響を考

え表現する

フレーズ感・呼吸を

意識し表現に繋げる

ようにする

同名の曲・複数のペンネーム　　　　　　　　

　　　　　　　夏の歌

作詞・作曲者を丁寧

に調べ曲の背景を知

る

ピアノⅠ、Ⅱで学修したピアノ実技

の基礎に、新たな課題曲で子どもの

感性の発達に役立つ音楽的表現を深

めるための個人レッスンを行う。

5 付点リズムの連続と拍感　　　　　　　　　

　　生活の歌

軽快な付点リズムの

旋律を自由に弾ける

よう練習する

アクセントにより表

現が変わることを感

じ身につける

発表を聴き、感想・

意見を述べ、自分の

演奏を振り返る

表現の振り返り　　　　　　　　　　　　　　

　まとめ

実技試験課題曲の表

現方法を整理し暗譜

に取り組む

8 情景に合わせた強弱の解釈　　　　　　　　

　　　　　　　　楽譜の読み取り

教科書以外の楽譜も

調べ自分に合う伴奏

形で練習する

曲の強弱の変化を読

み取り、表現に反映

させ身につける

選択必修 ＢＧＨ
２年次

授　　業　　計　　画

科　目　名 単位数 対象学生 教職課程

KC2M1C03

ピアノⅢ
木村　博子・田中　幸子 クラス分け １単位

こども学科
前期 必修

自己の表現方針・方

法を決め編曲し仕上

げる
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担 当 者 担当形態 開講時期 卒業要件 保育士 音楽療法 ディプロマポリシー

授業のテーマ及び到達目標

回 学修内容 事前学修 回 事後学修

1 オリエンテーションと授業の進め方につい

ての説明

シラバスを読

む。

9 授業内容の復習

2 基本的なリズム・ソルフェージュと現場で

使用する打楽器の様々な奏法および調整の

仕方の学修①。

現場で使用する

楽器の種類を考

える。

10 授業内容の復習

3 基本的なリズム・ソルフェージュと現場で

使用する打楽器の様々な奏法および調整の

仕方の学修②。

前時の授業をも

とに練習する。

11 授業内容の復習

授業の概要

6 基本的なリズム・ソルフェージュと現場で

使用する打楽器の様々な奏法および調整の

仕方の学修⑤。

前時の授業をも

とに練習する。

14 発表会の振り返

り

7 グループによるリズム・ソルフェージュの

学習と打楽器のアンサンブルの練習①。

自分の担当パー

トの確認

15 学修のまとめと

してレポートを

作成する。

割合(％)

60%

20%

20%

担 当 者 担当形態 開講時期 卒業要件 保育士 音楽療法 ディプロマポリシー

授業のテーマ及び到達目標

回 学修内容 事前学修 回 事後学修

1 オリエンテーションと授業の進め方につい

ての説明

シラバスを読む 9 授業内容の復習

2 鍵盤ハーモニカの奏法を学ぶ① 課題曲を練習す

る

10 授業内容の復習

3 鍵盤ハーモニカの奏法を学ぶ② 課題曲を練習す

る

11 授業内容の復習

授業の概要

6 グループによるリード楽器のアンサンブル

練習①

前時の授業をも

とに練習する

14 発表会の振り返り

7 グループによるリード楽器のアンサンブル

練習②

前時の授業をも

とに練習する

15 まとめとしてレ

ポートを作成す

る

割合(％)

60%

20%

20%

教科書・テキスト等

保育で使える合奏楽譜ベストセレクション(ひかりのくに)
成

績

評

価

基

準

評価方法 評価のポイント

平常点（積極性、理解度） 事前・事後学修に基づく授業への参加態度

課題　／　レポート レポート書式での作成、テーマに沿った内容

参考書・参考資料等
鍵盤ハーモニカは各自で準備すること 発表会の評価 パフォーマンスとしての完成度

　リード楽器（鍵盤ハーモニカ・ア

コーディオン）を用いる幼児合奏の

指導ができるようになる。マーチン

グの基礎を学び、現場で活かすこと

ができる。

事後学修 学修内容 事前学修

教科書を読む。 マーチング基礎② 前時の授業をもと

に練習する

授業内容の復習 グループによるリード楽器と打楽器のアンサ

ンブル①

アンサンブルの曲

目を考える

授業内容の復習 グループによるリード楽器と打楽器のアンサ

ンブル②

自分の担当パート

の練習

4 アコーディオンの奏法を学ぶ① アコーディオン

の奏法調べる

授業内容の復習 12 グループによるリード楽器と打楽器のアンサ

ンブル③

自分の担当パート

の練習

13 グループによるリード楽器と打楽器のアンサ

ンブル④

発表会の練習 授業内容の復習

授業内容の復習 発表会 発表会の練習

　リード楽器（鍵盤ハーモニカ・ア

コーディオン）の奏法と幼児合奏に

おける使い方を学ぶ。合奏を通して

聴く力を育み、こどもたちの協調性

と社会性を涵養する一助とする。

マーチングの基礎を学び、現場での

応用力を高める。基礎としてのリズ

ム・ソルフェージュも毎回行う。

5 アコーディオンの奏法を学ぶ② 前時の授業をも

とに練習する

授業内容の復習

授業内容の復習 まとめ〜これまでの流れを振り返り、授業内

容を復習する

これまでの授業内

容の振り返り

8 マーチング基礎① マーチングにつ

いて調べる

授業内容の復習

教職課程

KC2M1N25

幼児合奏指導Ⅱ
木村　博子・原　幸雄 複数 ２単位

こども学科
後期 必修

授業内容の復習

教科書・テキスト等

保育で使える合奏楽譜ベストセレクション(ひかりのくに)
成

績

評

価

基

準

評価方法 評価のポイント

平常点（積極性、理解度） 事前・事後学修に基づく授業への参加態度

課題　／　レポート レポート書式での作成、テーマに沿った内容

参考書・参考資料等
授業中に適宜指示 発表会の評価 パフォーマンスとしての完成度

選択必修 ＡＢＣＨ
２年次

授　　業　　計　　画

科　目　名 単位数 対象学生

自分の担当パート

の確認

授業内容の復習 打楽器のアンサンブルの練習④。 自分の担当パート

の確認

授業内容の復習 打楽器のアンサンブルの練習⑤。 自分の担当パート

の確認

4 基本的なリズム・ソルフェージュと現場で

使用する打楽器の様々な奏法および調整の

仕方の学修③。

前時の授業をも

とに練習する。

授業内容の復習 12 打楽器のアンサンブルの練習⑥。 発表会の練習

13 打楽器のアンサンブルの練習⑦。 発表会の練習 授業内容の復習

授業内容の復習 発表会 発表会の練習

　授業を前半と後半に分け、前半で

はリズム・ソルフェージュを行い、

後半では打楽器奏法の基礎を学ぶ。

現場で必要となる様々な打楽器に触

れ、こどもたちの音楽性を伸ばす技

術を身につけるとともに、協調性や

社会性など幼児期に必要な資質を育

む基礎を学ぶ。

5 基本的なリズム・ソルフェージュと現場で

使用する打楽器の様々な奏法および調整の

仕方の学修④。

前時の授業をも

とに練習する。

授業内容の復習

授業内容の復習 まとめ〜これまでの流れを振り返り、授業内

容を復習する。

これまでの授業内

容の振り返り

8 グループによるリズム・ソルフェージュの

学習と打楽器のアンサンブルの練習②。

自分の担当パー

トの確認

授業内容の復習

授業内容の復習

選択必修 ＡＢＧＨ
２年次

授　　業　　計　　画

科　目　名 単位数 対象学生 教職課程

KC2M1N24

幼児合奏指導Ⅰ
木村　博子・木野　聖子 複数 ２単位

こども学科
前期 必修

　幼児教育で扱う打楽器の基本的な

奏法を習得し、人と合わせるための

リズム・ソルフェージュを通して合

奏を行うための基礎を身につけるこ

とができる。

事後学修 学修内容 事前学修

授業に備える。 グループによるリズム・ソルフェージュの学

習と打楽器のアンサンブルの練習③。
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担 当 者 担当形態 開講時期 卒業要件 保育士 音楽療法 ディプロマポリシー

授業のテーマ及び到達目標

回 学修内容 事前学修 回 事後学修

1 オリエンテーション シラバスを読む 9 授業内容の復習

2 身体を作る①〜姿勢、立ち方、脚と手の動

きの基礎

配布資料の身体

の動きを実践す

る

10 授業内容の復習

3 身体を作る②〜方向、足の運び、回転 身体の動きを復

習する

11 授業内容の復習

授業の概要

6 「ラ・フォリア」のパターンによる創作② 腕の位置と方向

を考える

14 発表会の振り返り

7 「ラ・フォリア」のパターンによる創作③ フォーメーショ

ンを考える

15 学修のまとめと

してレポートを

作成する

割合(％)

60%

20%

20%

担 当 者 担当形態 開講時期 卒業要件 保育士 音楽療法 ディプロマポリシー

授業のテーマ及び到達目標

回 学修内容 事前学修 回 事後学修

1 オリエンテーション シラバスを読む 9 授業内容の復習

2 既存曲の練習① 担当部分を練習

する

10 授業内容の復習

3 既存曲の練習② 担当部分を練習

する

11 授業内容の復習

授業の概要

6 発表会 発表会に向けた

練習をする

14 授業内容の復習

7 「ぞうくんのさんぽ」の音楽劇創作①〜担

当を決める

原作を読み、構

想を練る

15 授業のまとめ作

成（レポート

２）

割合(％)

60%

20%

20%

教科書・テキスト等

プリント配布
成

績

評

価

基

準

評価方法 評価のポイント

平常点（積極性、理解度） 事前・事後学修に基づく授業への参加態度

課題　／　レポート レポート書式での作成、テーマに沿った内容

参考書・参考資料等
保育で使える合奏楽譜ベストセレクション(ひかりのくに) 発表会の評価 パフォーマンスとしての完成度

　楽器伴奏つきの短い音楽劇を創作

することができる。
事後学修 学修内容 事前学修

既存教材に目を

通す

「ぞうくんのさんぽ」の音楽劇創作③〜合わ

せ練習

自分の担当の練習

授業内容の復習 「ぞうくんのさんぽ」の音楽劇創作④〜合わ

せ練習

自分の担当の練習

授業内容の復習 「ぞうくんのさんぽ」の音楽劇創作⑤〜合わ

せ練習

自分の担当の練習

4 既存曲の練習③ 全体の流れを把

握する

授業内容の復習 12 「ぞうくんのさんぽ」の音楽劇創作⑥〜発表

会への準備

セッティング等を

考える

13 「ぞうくんのさんぽ」の音楽劇創作⑦〜発表

会への最終調整

本番に向けた準備 授業内容の復習

発表会の振り返

りをまとめる

（レポート１）

発表会 本番に向けた準備

　これまでの総合として、楽器伴奏

つきの短い音楽劇を創作し、４年次

の卒業研究（ミュージカル）に備え

る。ポール・ノードフの『マザー・

グース』から「ジャックとジル」ま

たは既存の幼児向けオペレッタを例

として学習した後、「ぞうくんのさ

んぽ」を音楽劇に創作する。

5 既存曲の練習④ 発表会に向けた

練習をする

授業内容の復習

自分の担当の創

作

全体のまとめ 発表会の振り返り

8 「ぞうくんのさんぽ」の音楽劇創作②〜意

見を出し合う

自分の担当の創

作

授業内容の復習

教職課程

KC2M3N27

幼児合奏指導Ⅳ
木村　博子 単独 ２単位

こども学科
後期 選択

授業内容の復習

教科書・テキスト等

プリント配布
成

績

評

価

基

準

評価方法 評価のポイント

平常点（積極性、理解度） 事前・事後学修に基づく授業への参加態度

課題　／　レポート レポート書式での作成、テーマに沿った内容

参考書・参考資料等
カスタネットは各自で準備すること 発表会の評価 パフォーマンスとしての完成度

選択必修 ＡＢＧＨ
３年次

授　　業　　計　　画

科　目　名 単位数 対象学生

　楽器演奏と身体的動きを組み合わ

せたパフォーマンスができる。美し

い立ち居振る舞いができ、自信を

持って子供の前に立つことができ

る。フォーメーションを考案し、こ

どもたちを指導することができる。

事後学修 学修内容 事前学修

配布資料を読む 自由曲による創作② 前時の続きを考え

る

授業内容の復習 自由曲によるグループ創作① 曲と振り付け、使

用楽器について考

える

授業内容の復習 自由曲によるグループ創作② 自分の担当パート

の練習

4 「ラ・フォリア」の練習。カスタネットの

リズム練習

カスタネットの

様々な奏法を復

習する

授業内容の復習 12 自由曲によるグループ創作③ 発表会の練習

13 自由曲によるグループ創作④ 発表会の練習 授業内容の復習

創作内容を紙に

まとめる

発表会 発表会の練習

　身体づくりとしてバレエの基礎を

行い、美しい動作と基本パターンを

習得した後、カスタネットを使った

簡単なダンス（「ラ・フォリア」）

を創作する。さらに自由な楽曲と振

り付けによる、楽器を使ったパ

フォーマンスを創作する。

5 「ラ・フォリア」のパターンによる創作① 足の運びとカス

タネットのリズ

ムを考える

創作内容を紙に

まとめる

創作内容を紙に

まとめる

まとめ〜これまでの流れを振り返り、授業内

容を復習する

これまでの授業内

容の振り返り

8 自由曲による創作① 曲とダンスの種

類、使用楽器を

考える

授業内容の復習

教職課程

KC2M3N26

幼児合奏指導Ⅲ
木村　博子 単独 ２単位

こども学科
前期 選択

授業内容の復習

選択必修 ＡＢＧＨ
３年次

授　　業　　計　　画

科　目　名 単位数 対象学生
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担 当 者 担当形態 開講時期 卒業要件 保育士 音楽療法 ディプロマポリシー

授業のテーマ及び到達目標

回 学修内容 事前学修 回 事後学修

1 音楽の成り立ち、主要三和音と副三和音 シラバスをよく

読む

9 授業でしたこと

の復習をする

2 和音とコードネーム・キーボードハーモ

ニー①スケール

シラバスをよく

読む

10 授業でしたこと

の復習をする

3 和音とコードネーム・キーボードハーモ

ニー②カデンツ

シラバスをよく

読む

11 授業でしたこと

の復習をする

授業の概要

6 コードネームによる和音の連結（属7を含

む）

シラバスをよく

読む

14 授業でしたこと

の復習をする

7 Ⅰ．Ⅳ．Ⅴ．Ⅴ7による伴奏付け シラバスをよく

読む

15 授業でしたこと

の復習をする

割合(％)

60%

20%

20%

教科書・テキスト等

楽譜等を授業時に指定
成

績

評

価

基

準

評価方法 評価のポイント

期末試験 実技試験

課題／レポート 課題への取り組み

参考書・参考資料等
平常点（態度・行動観察） 受講態度

本来の機能和声の基礎を学び理解し

たうえで、幼児期の音楽教育により

よい影響と楽しさを与えることの出

来る指導者を育成することを目標と

する。

事後学修 学修内容 事前学修

授業でしたこと

の復習をする

歌唱曲（童謡）の分析と発展 シラバスをよく読

む

授業でしたこと

の復習をする

童謡の伴奏付け/キーボードアンサンブル①

伴奏してみる

シラバスをよく読

む

授業でしたこと

の復習をする

童謡の伴奏付け/キーボードアンサンブル②

調を変えて伴奏してみる

シラバスをよく読

む

4

13 童謡の伴奏付け/キーボードアンサンブル④

メロディの調を変えてコードをつける

シラバスをよく読

む

和音とコードネーム・キーボードハーモ

ニー③コード

シラバスをよく

読む

授業でしたこと

の復習をする

12 童謡の伴奏付け/キーボードアンサンブル③

メロディにコードをつける

シラバスをよく読

む

授業でしたこと

の復習をする

授業でしたこと

の復習をする

童謡の伴奏付け/キーボードアンサンブル⑤

復習

シラバスをよく読

む

ハーモニーⅠでは、昨今の幼児の音

楽環境に対応し実践力をつけるた

め、コードネーム、キーボード・

ハーモニーの基礎を学び、簡易伴奏

付け、弾き歌いへと発展させる。

5 和音とコードネーム・キーボードハーモ

ニー④これまでの復習

シラバスをよく

読む

授業でしたこと

の復習をする

授業でしたこと

の復習をする

まとめ（総復習） シラバスをよく読

む

8 コードネームによる童謡の伴奏付け（片手

伴奏、両手伴奏）

シラバスをよく

読む

授業でしたこと

の復習をする

教職課程

KC2M1XT28

ハーモニーⅠ
中村　真貴 単独 ２単位

こども学科
後期 必修

授業でしたこと

の復習をする

選択必修 ＣＧＩ
２年次

授　　業　　計　　画

科　目　名 単位数 対象学生
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